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要     旨 

【１．緒 言】 胃内の酸環境は、胃食道逆流症 (GERD) や消化性潰瘍など様々な上部消化管疾患に関

連している。治療方針決定や効果判定の際に、胃内の酸環境を評価することは重要である。ヘマチンと

は、胃内で点状出血として観察されるヘモグロビンが胃酸により茶色いコーヒー色に変色した状態であ

る。このことからヘマチンと酸との間に密接な関係があることが示唆されるが、裏付けは得られていな

い。本研究の目的は、ヘマチンと胃酸環境との関係を明らかにすることである。 

【２．研究対象及び方法】 当院で 2014 年 4 月〜2016 年 7 月に内視鏡検査を受けた 582 例のうち除

外例を除いた 501 例を対象とした。内視鏡検査時に空腹時胃液を採取して pH 試験紙で pH を測定後、

ヘマチンの有無を観察し、後方視的に解析した。評価項目は (1) ヘマチンの存在と空腹時胃液 pH と

の関係、(2) ヘマチンの強酸環境に対する診断能とした。さらに、ヘマチン形成とさまざまな pH 値と

の関係を明らかにするために、補足研究として in vitro 研究も実施した。 

【３．結 果】 ヘマチンの陽性率は、Helicobacter pylori (以下 H. pylori) 非感染群で 31.1% (142/206)、

H. pylori 感染群で 4.6% (5/109)、H. pylori 除菌群で 45.2% (84/186) であった。ヘマチン陽性群におけ

る空腹時胃液 pH の平均値は、ヘマチン陰性群よりも有意に低かった (平均 pH 1.2、95% 信頼区間 [CI]  
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1.1-1.3 vs. 2.7 95%CI 2.5-3.0; P<0.001))。ヘマチンが強酸状態 (空腹時胃液 pH 1 または 2) を予測する

感度、特異度、陽性的中率、陰性的中率は、それぞれ 36.0％、98.1％、98.7％、29.3％であった。観察

者間一致率は「excellent」の評価となった (κ=0.88)。in vitro の補足研究では、ヘモグロビンからヘマ

チンへの変化が pH =1 のときのみ形成されることが示された。 

【４．考 察】 本研究では、胃酸環境に対する内視鏡所見「ヘマチン」の臨床的意義を明らかにした。

ヘマチンは空腹時胃液 pH 低値、つまり強酸環境と密接に関連していた。空腹時胃液 pH の平均値はヘ

マチン陰性群よりもヘマチン陽性群の方が有意に低く、また in vitro の補足研究では pH 1〜7 のうちヘ

マチン形成が確認されたのは pH 1 の時のみであった。これらの結果から、内視鏡的にヘマチンが観察

される場合、その胃内は強酸状態であると考えられた。 

ヘマチンは強酸環境に対して高い特異度、陽性的中率と優れた観察者間一致率を示した。このことから

ヘマチンは日常診療において非常に有用な所見となり得る。つまり内視鏡検査でヘマチンを認めた場合

は、時間を要する胃酸分泌試験を行うことなく、胃内の強酸環境を正確かつ確実に予測できる。 

本研究におけるヘマチン陽性率は、H. pylori 未感染群 (31.0%) と H. pylori 除菌後群 (45.0%) より、

H. pylori 現感染群 (4.3%) の方が低かった。一般的に H. pylori 感染により胃炎が惹起されると胃酸分

泌は減少するが、H. pylori 除菌治療後はほとんどの患者で胃酸分泌が回復する。H. pylori 現感染群で

ヘマチン陽性率が低かったのは、胃粘膜損傷による点状出血が起こったとしても、低酸環境 (胃液 pH=6

〜7) ではヘマチンが形成されないためだと考えられる。また、H. pylori 除菌後群では H. pylori 感染に

よってすでに粘膜にダメージを受けているため、胃酸分泌回復後の強酸による粘膜損傷を生じやすく、

同じく強酸状態だが粘膜ダメージのない H. pylori 未感染群に比べてへマチンが観察されやすい傾向が

あると思われる。これらのことからも、ヘマチンは H. pylori 感染そのものではなく、胃酸環境に関連

していると考える。 

本研究の limitation として、単一施設での後ろ向き研究であること、他の内視鏡所見と胃酸環境との関

連について言及していないことが挙げられる。さらなる前向き研究などが望まれ、現在進行中である。 

【５．結 語】 本研究では、内視鏡検査におけるヘマチンの所見は胃内の強酸状態を予測する有用なマ

ーカーとなり得ることを明らかにした。これにより時間のかかる胃酸分泌試験を行うことなく、胃内の

強酸状態を簡便に予測することができる。                                             


